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 GMO インターネットグループ 3 社、機密性の⾼い知財データを 
国内保持したまま AI 活⽤できる環境を実証 

〜商⽤クラウド同等の応答性能を確認〜 
 
GMO インターネットグループの GMO ブランドセキュリティ株式会社（代表取締役社⻑︓中川 光昭、以

下「GMO ブランドセキュリティ」）は、GMO アイアールディー株式会社（代表︓⽩⽯ 雅⼈、以下「GMO
アイアールディー」）と共同で、GMO インターネット株式会社（代表取締役 社⻑執⾏役員︓伊藤 正、以下
「GMO インターネット」）が提供する⽣成 AI 向け GPU クラウドサービス「GMO GPU クラウド」上で、特
許調査や商標評価など知財業務の効率化を⽀援する⽣成 AI「GMO 知財 AI」の実証実験（PoC）を完了しま
した。 

本実証実験では、特許・商標など企業の重要な知的財産情報を国内環境に保持したまま、⽣成 AI による
情報整理や分析⽀援を実施し、商⽤クラウド型 AI サービスと同等レベルの応答品質・処理性能を実現でき
ることを確認しました。これにより、機密性の⾼い知財データを外部へ送出することなく、安全に⽣成 AI
を活⽤できる環境の実現可能性が⽰されました。 
 GMO ブランドセキュリティと GMO アイアールディーは、今回の成果をもとに、知財管理システムと連
携した「GMO 知財 AI」の実⽤化を進めます。企業や官公庁における知財業務の効率化と⾼度化を⽀援する
とともに、機密保持要件の⾼い組織でも安⼼して活⽤できる国産ソブリン AI 基盤の提供を⽬指してまいり
ます。 
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【検証結果】 
検証の結果、「GMO GPU クラウド」上で稼働する Gemma 4 26B は、Google Vertex AI 上の同モデル

とほぼ同等の応答速度・品質を⽰しました。また、⼀部の検証項⽬では Vertex AI を上回る応答速度（※1）

を記録しました。コンテキスト超過・応答崩壊（compaction）はいずれも発⽣せず 0 件。全プロンプトで
正常な AI による回答を確認しました。 

プロンプト 
GMO GPU クラウド 

（Gemma 4 31B 
Dense） 

GMO GPU クラウド 
（Gemma 4 26B 

MoE） 

Google Vertex AI 
（Gemma 4 26B 

MoE） 

P1商標調査・情報整理 17.6秒 / 323 字 3.0秒 / 299 字 2.6秒 / 324字 

P2拒絶通知への対応案の
検討補助 

25.3 秒 / 892字 10.4秒 / 825 字 11.1 秒 / 1,441 字 

P3商標類似性の分析補助 84.1 秒 / 500字 12.4秒 / 725 字 15.6秒 / 852字 

（※1）2026 年 5 ⽉、GMO インターネットグループ 3 社による実証実験による 
 
【本実証実験で確認できたこと】 

本実証実験では、Gemma 4 、vLLM、OpenCode、Skill といった技術要素が、「GMO 知財 AI」のサー
ビス提供基盤として国内環境上で安定稼働することを確認しました。これにより、以下が実現可能となりま
す。 

・「GMO GPU クラウド」による国内ソブリン環境の実現︓国内で運⽤管理する GPU インフラに最適化
された環境で、知財 AI サポートを安定的に利⽤できます。 
・データ主権の完全確保︓極めて機密性の⾼い特許・商標情報を、国内施設および⾃組織の管理下に置い
たまま、安全に AI による業務補助を活⽤できます。 
・オープンソースの⾼度な活⽤︓最新のオープンソースモデルを最⼤限に引き出し、商⽤ AI サービスと
同等の⽀援精度・処理性能を、ライセンス費を抑えながら実現します。 
・スケーラビリティと性能最適化︓空き GPU リソースを活⽤した並列処理による、⼤量の⽂献調査や複
雑な分析補助のさらなる⾼速化（31Bモデルへの tensor-parallel-size 4適⽤等）が可能です。 

 
【実証実験の概要】 
期間 

2026 年 5⽉ 26 ⽇（⽕）〜28⽇（⽊） 
検証内容 

項⽬ 内容 

利⽤環境 GMO GPU クラウド ベアメタルサービス（国内環境構築） 

AIモデル Gemma 4 26B-A4B（MoE） / Gemma 4 31B（Dense） 

AI推論⽅式 vLLM（キャッシング機構 + OpenCode（推論精度向上）） 

⽐較対象 Google Vertex AI 上の Gemma 4 26B（マネージドサービス） 

検証パターン（検証した補助領域と問題数） 
P1︓商標調査・情報整理（5 問） 
P2︓拒絶通知への対応案の検討補助（複数エリア対応、3 問） 
P3︓商標類似性の分析補助（3 問） 
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【背景と⽬的】 
■企業・官公庁で⾼まる「安全な⽣成 AI 活⽤」へのニーズ 

⽇本の産業競争⼒の中核を担う特許・商標情報は、極めて⾼い機密性を持つ知的財産です。知財実務の現
場では、AI 活⽤による情報整理や分析業務の効率化が強く求められる⼀⽅、機密性の⾼いデータを海外ク
ラウドサービスへ送出することに伴うリスクや、規制上の懸念が企業・官公庁の間で⾼まっています。 こ
れまで国内での AI 活⽤においては、「⾼度な処理性能」と「データ主権（国内でのデータ管理）」の両⽴は
困難とされてきました。しかし、機密情報を国内に留めたまま、商⽤マネージドサービスと同等の⽀援精度
を実現することは、⽇本企業が安全に AI の恩恵を享受するための極めて重要な課題となっています。 
 
■実証実験の⽬的 

GMO ブランドセキュリティおよび GMO アイアールディーは、「iPRAD RYOMA byGMO」、「IP Flow 
Manager」、「BRANTECT byGMO」といった特許・商標管理サービスを提供しており、これらのサービス
において専⾨家の判断を⾼度に⽀える AI 機能の統合を推進しています。 
具体的には、以下のロードマップに基づき、安全な知財実務のサポート環境を構築します。 
１．MCP（※2）による連携基盤の構築︓各サービスで管理する知財データを MCP 上で安全に参照できる

環境を整備し、AI による効率的な情報アクセスを可能にします。 
２．「GMO 知財 AI 」による業務サポートの提供︓MCP と知財専⾨知識を実装した AIエージェントを

組み合わせ、特許調査の補助や商標関連業務の構成検討など、実務担当者の意思決定を⽀えるセキュ
アな AI 環境を提供します。 

特許調査の補助や商標評価の⽀援といった専⾨的知⾒に基づく機能は、AIエージェントが特定の業務を実
⾏するための機能単位となる「Skill（スキル）」としてすでに実装されています。今回の実証実験は、この
Skill を国内ホストの「GMO GPU クラウド」上で稼働させ、国産 GPU インフラによる実務サポートの品質
が、商⽤マネージドサービスと実⽤上同等であることを数値で確認することを⽬的として実施しました。 
（※2）Model Context Protocol (MCP) は、AI モデルが外部のデータソースやツールと、安全かつ標準化された⼿法で連携するため

のオープンな規格です。従来、データ元ごとに個別に必要だった接続開発を不要にし、企業内のデータベースやローカルファイルなど

の機密情報を AI モデルへ安全に橋渡しすることで、⾼度なコンテキスト（⽂脈）に基づいた⾼精度な回答や業務⽀援を可能にしま

す。 

 
【今後の展開】 

今回の実証実験の成果を踏まえ、GMO ブランドセキュリティ、GMO アイアールディー、GMO インター
ネットの 3社は知財業務に特化した⽣成 AI 環境「GMO 知財 AI」の実⽤化を進めます。企業や官公庁が保
有する機密性の⾼い知財データを安全に活⽤しながら、特許調査や商標業務の効率化を⽀援することで、⽇
本企業の知財戦略⾼度化に貢献してまいります。 

第 1 段階（2026 年 7 ⽉予定）︓MCP によるデータ連携基盤の提供開始 「iPRAD RYOMA byGMO」「IP 
Flow Manager」「BRANTECT byGMO」が管理する知財データを MCP 上で安全に参照できる環境を整備し
ます。これにより、AIエージェントが各社の知財データベースに基づいた的確な情報整理を⾏えるように
なります。 

第 2 段階（2026 年内予定）︓「GMO 知財 AI」による実務サポートの開始 MCP と、知財専⾨知識を実
装した AIエージェント（Skill）を組み合わせた「GMO 知財 AI」を提供開始します。特許調査の補助や、
商標の拒絶理由通知に対する対応案の検討⽀援など、専⾨家の判断を必要とする主要プロセスの効率化を
AI が強⼒にサポートします。 
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なお、企業・官公庁向けには、⾃社 GPU サーバーや「GMO GPU クラウド」を利⽤した国内ソブリン構
成でのオンプレミス・プライベートクラウド提供も検討しており、機密保持要件が極めて⾼い組織のニーズ
にも柔軟に対応してまいります。 

 
【GMO ブランドセキュリティについて】（URL︓https://brandsecurity.gmo） 

GMO ブランドセキュリティは、”すべてのブランドにセキュリティを”というスローガンのもと、ブラン
ド侵害リスクに対して、インターネットを中⼼に監視サービスや権利⾏使のサポートを提供しています。ま
た、権利⾏使の前提となる商標やドメインネームの取得⽀援や管理サービスも提供しており、ワンストップ
でブランドを安⼼・安全な状態に導きます。 
 GMO ブランドセキュリティが提供するサービスは、国内を代表するグローバル企業をはじめ、2025年
12 ⽉時点で約1,200 社にご利⽤いただいています。 
 
【GMO アイアールディーについて】 （URL︓https://www.ird.co.jp/） 

GMO アイアールディーは、知財管理システム内にあるデータを業務に活⽤・再活⽤することで、⽇本企
業の知財業務を世界のベストプラクティスにすることを⽬的とした「iPRAD RYOMA byGMO」の提供をは
じめ、企業や特許事務所の業務を⽀援するソフトウェア開発等に強みを持つテクノロジーカンパニーです。 
 インターネット黎明期から築き上げた確かな技術⼒を持って、2025年 1⽉に GMO インターネットグル
ープにジョインしました。この取り組みにより、GMO アイアールディーは、知財管理およびブランド管理
の分野で新たな価値を提供し、業界全体の発展に貢献します。 
 
【GMO インターネットについて】 （URL︓https://internet.gmo/） 

GMO インターネットは、ドメイン、クラウド・レンタルサーバー、インターネット接続などのインター
ネットインフラ事業と、インターネット広告・メディア事業を展開する総合インターネット企業です。「す
べての⼈にインターネット」というコーポレートキャッチのもと、社会基盤を⽀える企業として安⼼・安全
なインターネット社会の実現と、AI で新たな未来を創る価値創造に貢献し、関わるすべての⽅に「笑顔」
と「感動」をお届けしてまいります。  

以上 
 
【サービスに関するお問い合わせ先】 
● GMO ブランドセキュリティ株式会社 営業・マーケティング事業本部 マーケティング部 藤⽥ 
TEL︓03-5784-1069 
E-mail︓mrk@brandsecurity.gmo 
● GMO アイアールディー株式会社 
E-mail︓info@ird.co.jp 
● GMO インターネット株式会社 ドメイン・クラウド事業本部GPU クラウド事業部 
 お問い合わせ︓https://gpucloud.gmo/form/ 
【報道関係お問い合わせ先】 
●GMO インターネットグループ株式会社 グループ広報部 PRチーム 望⽉ 
TEL︓03-5456-2695 
お問い合わせ︓https://group.gmo/contact/press-inquiries/ 
【GMO ブランドセキュリティ株式会社】（URL︓https://brandsecurity.gmo） 

所 在 地 東京都渋⾕区桜丘町 26番 1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役社⻑ 中川 光昭 
事 業 内 容 ■企業ブランドの構築⽀援コンサルティング 

https://brandsecurity.gmo/
https://www.ird.co.jp/
https://internet.gmo/
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■ドメイン登録・更新・管理適正化 
■ドメインネーム権利者・使⽤実態調査及びリスク対策 
■商標登録⽀援等ブランド保護 
■商標権利者・使⽤実態調査及びリスク対策 
■模倣品・模倣サイト監視等リスク対策 
■ブランド TLD登録・活⽤⽀援 

資 本 ⾦ 1億円 

【GMO アイアールディー株式会社】（URL︓https://www.ird.co.jp） 

所在地 京都市下京区中堂寺粟⽥町 93番地 
京都リサーチパークサイエンスセンタービル 4号館 6F 

代表者 代表 ⽩⽯ 雅⼈ 

事業内容 ■特許管理ソフトウェアの開発 
■ネットワーク構築、コンサルティング 
■ネットワークの運⽤、管理 
■⼤量コンテンツ配送ならびに配送技術の研究開発 
■電⼦メールの配送 

資本⾦ 2000万円 

【GMO インターネット株式会社】（URL︓https://internet.gmo/） 

所在地 東京都渋⾕区桜丘町 26番 1号 セルリアンタワー 

代表者 代表取締役 社⻑執⾏役員 伊藤 正 

事業内容 ■インターネットインフラ事業 
ドメイン事業、クラウド・レンタルサーバー（ホスティング）事業、 
インターネット接続（プロバイダー）事業 
■インターネット広告・メディア事業 

資本⾦ 5億円（2026 年 3⽉末） 

【GMO インターネットグループ株式会社】（URL︓https://group.gmo/） 
会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社 （東証プライム市場 証券コード︓9449） 

所 在 地 東京都渋⾕区桜丘町 26番 1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊⾕ 正寿 

事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 
■グループの事業内容 
インターネットインフラ事業 
インターネットセキュリティ事業 
インターネット広告・メディア事業 
インターネット⾦融事業 
暗号資産事業 

資 本 ⾦ 50億円 

 
 

(C）2026 GMO BRAND SECURITY Inc. All Rights Reserved. 

(C）2026 GMO IRD, Inc. All Rights Reserved. 

(C）2026 GMO Internet, Inc. All Rights Reserved. 


